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Oracle Secure Backup 12.2 では、異種ファイル・システムおよび Oracle データ
ベースのディスク、テープ、クラウドへのバックアップを一元管理できます。
Oracle Secure Backup では、エンタープライズ・クラスのアプリケーション購入
がもたらす影響に悩まされることなく、同等のソフトウェアに比べてごく少ない
コストで先進のバックアップおよびリストア機能を手に入れ、それにより複雑さ
を軽減してお客様の投資収益率（ROI）を向上させることができます。 

エンタープライズ向けの一元的なデータ保護 

Oracle Secure Backup は、複雑な分散 IT 環境内の異種ファイル・システム、Network 

Attached Storage（NAS）、および Oracle データベースに、一元化されたデータ保護

を提供します。高度にスケーラブルな Oracle Secure Backup ドメイン（環境）では、

さまざまなサーバーやNASデバイスが、単一のコンソールと共通の管理インタフェー

スにより集中管理されます。 

Oracle Secure Backup には Oracle データベース統合が組み込まれているため、ファイ

ル・システム保護だけでなく、最適化されたバックアップおよびリストアが提供され

ます。Oracle Secure Backup は、IT 環境全体に、次のような一元化されたバックアッ

プ管理を提供します。 

• Recovery Manager（RMAN）と Oracle データベースの統合による、

Oracle Database 10g Release 2 から Oracle Database 12c までのバー

ジョンのサポート 

• 同等のメディア管理ユーティリティよりバックアップを 25～40 %高

速化し、CPU 利用率を最大 10 %低下させるパフォーマンスの最適化 

• InfiniBand（IB）経由の RDS/RDMA（Reliable Datagram Sockets over 

Remote Data Memory Access）の利用による、Exadata や Oracle 

Database Appliance からメディア・サーバーへの高速なデータ転送 

• ファイル・システム・データ保護：UNIX / Windows / Linux サーバー 

• Network Data Management Protocol（NDMP）を利用した NAS データ

保護（NDMP） 

• NEW：テープ・ライブラリに加えて、クラウド・ストレージ・ターゲッ

ト・デバイスとディスク・ベースのデバイスのサポート 

• NEW：複製のルールベースの移行のためのステージング・デバイス

（ディスクからテープ、またはディスクからクラウド） 

• NEW：高度なソフトウェア圧縮 

ビジネス上のおもな利点 

• バックアップおよびリカバリ管理の 
統合 

• 単一ベンダー技術リソースによる
Oracle 統合 

• Oracle データベースのバックアッ
プ・パフォーマンスの最適化 

• スケーラブルな単一コンポーネントの
ライセンス・モデル 

• 信頼性の高いデータ保護にかかるコス
トと複雑さの軽減 

おもな機能 

• ポリシーベースの一元管理されたバッ
クアップ管理 

• Oracle Recovery Manager（RMAN）
との組込み型の統合 

• Oracle ZFS Storage Appliance の
NDMP ファイル・サービスとの統合に
よる、ディスクへのバックアップの最
適化 

• 高度なデバイスおよびメディアの管理 

• バックアップ暗号化と鍵管理 

• ディスクおよびテープ・ストレージ管
理の自動化 

• 自己記述的バックアップ 

• 高度なネットワーク・プロトコルとの
統合によるパフォーマンス向上 
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単純化された包括的なデータ保護管理 

データはもっとも重要なビジネス資産です。Oracle Secure Backup は完結した単一ソ

リューションで、エンタープライズ・クラスの機能と Oracle データベースの統合を

通じて、包括的なデータ保護管理を実現します。同等の製品では、高度な機能に別の

ライセンスが必要ですが、Oracle Secure Backup は違います。高度な機能が Oracle 

Secure Backup の低コストなストリーム単位ライセンスに含まれているため、機能を

損なうことなくライセンス管理を単純化できます。 

統合され、最適化されたオラクルのディスク、テープ、 
およびクラウド・バックアップ 

Oracle Secure Backup は、RMAN との組込み型の統合により、Oracle データベースを

もっとも高速にテープにバックアップします。Oracle Secure Backup が管理するテー

プへのバックアップ時に UNDO や未使用ブロック圧縮などの RMAN / Oracle Secure 

Backup による最適化により、Oracle データベースのテープへのバックアップは同等

のソリューションより軽量で高速です。Oracle Secure Backup のテープへの Exadata

バックアップおよびリカバリは、Oracle Maximum Availability Architecture（MAA）

エンジニアによって検証されています。 

 

データ量の急速な増大によりバックアップやリカバリのインフラストラクチャが破

綻すると、バックアップ期間などの重要な品質保証契約（SLA）に適合することが困

難になります。Oracle Secure Backup 12.2 では、複数のメディア・サーバー間でテー

プ・ドライブとディスク・プールを動的に共有することによってこれらの課題に対処

し、デバイスの利用率やパフォーマンスを改善します。Oracle Secure Backup ディス

ク・プールとして Oracle ZFS Storage Appliance を使用する場合、バックアップおよ

びリストアのデータは NFS でなく NDMP 経由で転送されますが、これには次の 2 つ

の異なった利点があります。 

1. NDMP ファイル・サービス統合を経由すると、NFS 経由でバックアップお

よびリストア用のデータを送信する場合よりバックアップおよびリストア

が高速 

2. Oracle ZFS Storage Appliance で は メ デ ィ ア ・ サ ー バ ー

（UNIX/Linux/Windows）と共有ディスク・ストレージの双方を必要とする

場合に比べてインフラストラクチャのフットプリントが小さい 

  

ディスクのバックアップ 

• ユーザー定義の Oracle Secure 
Backup ディスク・プールへのバック
アップとリストア 

• メディア・サーバーにアクセスできる
ファイル・システム・ディレクトリに
関連付けられたディスク・プール 

• きめ細かいユーザー制御によるディス
ク・プール管理 

• ディスク・プールごとに SLA にもっと
も適した同時ジョブ（ストリーム）数
を定義 

• ディスク・バックアップではテープへ
の移行もコピーも可能 

• 最適化されたデータ転送を実現する高
度な NDMP 統合 

 

テープのバックアップ 

• メディア・サーバー間の動的ドライブ
共有 

• StorageTek ACSLS（Advanced 
Cartridge System Library Software）
のサポート 

• サポートされている VTL（Virtual Tape 
Libraries）によるサーバーレスでの
テープ複製 

• テープ・ドライブ暗号化のサポートと
鍵管理（T10000 および LTO） 
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ファミリーに含まれていることは利点です。Oracle Secure Backup は、Oracle データ

ベースやオラクルのストレージ製品およびエンジニアド・システムと統合されており、

お客様に最高のユーザー・エクスペリエンスを提供します。 

クラウド・バックアップ 

新しいクラウド・デバイスにより、OSB では、バックアップを Oracle Cloud 

Infrastructure Storage Classic に保存できるようになりました。オブジェクト・スト

レージとアーカイブ・ストレージの両方がサポートされます。新しいステージング・

デバイスとクラウド・デバイスを活用して、テープローテーションベースのボール

ティング手順を、自動化されたルールベースの D2D2C（Disk-to-Disk-to-Cloud）ソ

リューションに置き換えることができます。このソリューションは、管理が容易でコ

スト効率性に優れ、オフサイト・バックアップ・ストレージの要件も満たします。 

 

ステージング 

ステージングにより、一時コンテナとしてのディスク・プールの使用が簡素化されま

す。ディスク・プールのステージング・デバイスに書き込まれたバックアップは、後

でテープまたはクラウド・デバイスにコピーまたは移行されます。ディスク・プール

にステージングされたバックアップ・イメージは、スケジュールに基づき、またはディ

スク・プール・デバイスのデータ量に基づき、テープまたはクラウド・デバイスに計

画的に移行できます。ステージング・ルールによって、どのバックアップ・イメージ

が、いつコピーされるかが管理されます。ステージング・ルールを使用して、バック

アップ・イメージがステージング・デバイスに保持されることが保証される最低限の

時間を管理することもできます。 

 

 

クラウドのバックアップ 

• オフサイトのバックアップ・ストレー
ジが必要な場合に Oracle Cloud 
Infrastructure Storage Classic を活用 

• Object Storage と Archive Storage の
両方をサポート 

 

ステージング 

• ステージング・デバイスを作成し、ポ
リシーに基づいて機能する D2D2T
（Disk-to-Disk-to-Tape）または
D2D2C（Disk-to-Disk-to-Cloud）のソ
リューションを実装 

• データはローカルのステージング・デ
バイスからテープまたはクラウドのデ
バイスに移動またはコピー可能 

 

Oracle のセキュアなバックアップ 

異種ファイル・システムのデータや
Oracle データベースに関するディスクや
テープを使用したバックアップやリカバ
リの集中管理 

 

 

プラットフォーム・サポート 

• Linux、Solaris x86、Solaris SPARC、
HP-UX、AIX、および Windows 

 

テープ・デバイス・サポート 

レガシー・デバイスから最新の高パ
フォーマンスなデバイスまで 200 を超え
るテープ・デバイスをサポート。最新の
テープ互換性マトリックスについては、
Oracle Secure Backup Web サイトを参
照 

 

 

クラウド・ストレージ・サポート 

Oracle Cloud Infrastructure Storage 
Classic、Standard および 
Archive コンテナ 

 

 

関連製品 

• Oracle Recovery Manager（RMAN） 

• StorageTek テープ・ライブラリ 

• Oracle ZFS Storage Appliance 

• Oracle Cloud Infrastructure Storage 
Classic 



 
 

 

バックアップ・ドメインのポリシーベースの管理 

Oracle Secure Backup には事前構成された一組のデフォルトやポリシーが含まれて

おり、Oracle Secure Backup ログを保持する期間から Oracle Secure Backup ユーザー

に要求されるパスワードの最小長まで、Oracle Secure Backup バックアップ・ドメイ

ン内の操作の挙動を規定しています。既存のデフォルト設定のままにしても、固有の

要件に適合するように変更してもかまいません。 

Oracle Secure Backup には、“デフォルトとポリシー”のインフラストラクチャのほか、

バックアップ操作に関するポリシーベースの管理、メディア・ライフサイクル管理、

およびテープへのバックアップ暗号化が用意されています。 

バックアップ暗号化：ホストベースまたはテープ・ドライブ 

テープ・メディアは可搬性があるため、鍵のバックアップ、長期保管、およびディザ

スタ・リカバリの各要件に対応できます。テープ上のバックアップ・データを、オン

サイト時、オフサイト時、さらには紛失した場合にも保護するには、バックアップ暗

号化が必要です。Oracle Secure Backup には、バックアップ暗号化鍵を管理サーバー

に安全に保存する、ポリシーベースのバックアップ暗号化が用意されています。暗号

化鍵は、透過的に（ランダムに）生成することも、パスフレーズを使用して生成する

こともでき、ユーザー定義の鍵生成スケジュールに基づいて定期的に更新できます。

ホストベースの、または LTO および T10000 テープ・ドライブの暗号化オプションを

使用して、バックアップを暗号化できます。暗号化鍵の生成と管理は、ホストベース

暗号化でもテープ・ドライブ暗号化でも同一です。  

優れた信頼性：手頃な価格で安全なデータ保護 
オラクルの信頼性：Oracle Secure Backup に用意されている集中テープ管理は、
分散された異種サーバー、NAS デバイスおよび Oracle データベースのファイ
ル・システム・データを保護し、オラクル製品に対する投資収益率（ROI）を
さらに向上させます。 

 

 

お問い合わせ 

Oracle Secure Backup 12.2 の詳細については、oracle.com を参照するか、
+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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